








The necessity in the music expression of habitually, 
listen the sound echoing far away 
 

















































































































































































特別合唱団の募集 / 先着100名 
指揮 (練習、本番とも) / 篠澤友子先生 (上田女子短期大学非常勤講師) 
ピアノ(練習、本番とも) / 宮入有子先生 (公益財団法人 日本ピアノ教育連盟会員) 








































































































（（ ）内はアンケートの結果。左側が女性 右側が男性） 
あなたの事について、ご記入をおねがいします。 
問1  1．女性  （51） 2．男性  （24）   
回収アンケート総数計75 
問2  1．20歳未満 2．20歳～39歳 3．40歳～59歳 4．60歳以上 
     （0  0）  （0  1）  （10  1）   （39 22）（年齢無回答2） 
      計0      計1      計11      計61    計2  
総計75 
今までに、合唱やピアノ、吹奏楽などの音楽の経験がお有りでしたら教えてください 
                         男女合計（カッコ内左女―右男） 
問3  1．今回が初めて               計3   （3－0） 
    2．10年未満                 計16  （7－9） 
    3．10～20年未満               計16  （10－6） 
    4．20年以上                 計40  （31－9） 
    5．その他                  計0   （0－0） 
                                   有効回答数計75 
今までの音楽経験の中で(今回の指導以外で)、良く聴く、と言う事を指導の中で言われた経験
がありましたら、どのくらい、また具体的にはどのように言われたのか、教えてください。 
問4  1．よく言われる               計35  （24－11） 
    2．時々言われる               計20  （16－4） 
    3．あまり言われない             計11  （5－6） 
    4．まったく言われない            計2   （1－1） 
    5．その他                  計0   （0－0） 
有効回答数計68 








問6  1．いつも良く聴いている           計43  （29－14） 
    2．時々聴いている              計30  （21－9） 
    3．あまり聴いていない            計2   （1－1） 
    4．わからない                計0   （0－0） 
    5．その他                  計0   （0－0） 
                                   有効回答数計75 
今回の指導の中で何回か「自分の声(音)を聴かないでください」、という風に言われたことがあ
ると思いますが、覚えていますか？ 
問7  1．良く言われた。覚えている。        計51  （38－13） 
    2．少し（何回か）は言われた。        計8   （8－0） 
    3．あまり言われていない。          計4   （4－0） 
    4．わからない                計1   （1－0） 
    5．その他                  計0   （0－0） 
                                   有効回答数計64 
今回の指導（または今回と同じ指導者の練習）以外の練習で、自分の声（音）を聴かないで下
さいと言う指導を受けたことはありますか？ 
問8  1．良くある                 計10  （10－0） 
    2．少しある                 計19  （11－8） 
    3．ほとんどない               計40  （25－15） 
    4．わからない                計5   （4－1） 
    5．その他                  計0   （0－0） 





問9  1．良く意識していた             計12  （9－3） 
    2．時々意識していた             計21  （14－7） 
    3．あまり意識していなかった         計38  （25－13） 
    4．わからない                計1   （1－0） 
    5、その他                  計0   （0－0） 








問10  1．あまり難しくない             計11  （9－2） 
    2．少し難しい                計36  （26－10） 
    3．とても難しい               計22  （12－10） 
    4．わからない                計3   （3－0） 
    5．その他                  計0   （0－0） 
                                   有効回答数計72 
問11  1．効果がある、前より響いている感じがする。 計31  （25－6） 
    2．少し効果があるような気がする。      計30  （18－12） 
    3．効果は感じない、または以前のほうが出しやすく響いていると感じる。計2 （0－2） 
    4．わからない                計8   （4－4） 
    5．その他                  計0   （0－0） 
                                   有効回答数計71 
問12  1．もっと続けてやってみたい         計50  （36－14） 
    2．少しならやってみたい           計14  （8－6） 
    3．あまり続けたくない            計1   （1－0） 
    4．わからない                計6   （3－3） 
    5．その他                  計0   （0－0） 
                                   有効回答数計71 
体を使って声（音）を出す、息の方向を考える、遠くを見る…などは具体的に遠くに音を響か
せるための方法ですが、この方法は自分にとって役に立ったと思いますか？ 
問13  1．とても役に立った             計62  （48－14） 
    2．少し役に立った              計12  （2－10） 
    3．あまり役に立たなかった          計0   （0－0） 
    4．わからない                計0   （0－0） 
    5．その他                  計0   （0－0） 
                                   有効回答数計74 
総合的に、遠くに響かせる、と、遠くを聴いて演奏する事を意識することは、演奏の表現力に
良い効果が与えられたと思いますか？ 
問14  1．効果がある。               計62  （46－16） 
    2．少し効果がある              計6   （2－4） 
    3．あまり効果はない             計0   （0－0） 
    4．わからない                計5   （3－2） 
    5．その他                  計0   （0－0） 



































有効回答数計73のうち   効果がある。   62名 
少し効果がある。 6名 
わからない。   5名 
このほかに、自由回答に記載された意見を少し上げてみよう。 
・この練習はとても大切だとおもった。 
・以前と比べて自分なりにつかめてきた。 
・今まで受けた指導とは違うがとても勉強になった。 
・今回のアプローチの仕方がとても科学的、生理学的だなと感じ、よく理解できます。 
・発声や聴き方についての指導を受け、「初めてだなあ」「いいなあ」「うまく出せるようになっ 
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てきたなあ」と実感しているところです。 
・指導は難しかったが引き込まれました。 
・大変興味深いレッスンだった。 
・あきらめないレッスンがうれしかった。 
・具体的な指導がとても勉強になりました。 
など、多数の感想、意見をいただいた。 
 
今回特筆すべきは、音楽の経験が10年20年に及ぶ人たちでも、たった6回の練習で本人が表現
の仕方が変わったと実感できるような効果が出たことである。 
ほとんどの参加者が長い年月、良く聴くことを心がけて音楽をしてきており、真剣に上手に
なりたいと思いながら音楽表現をしてこられたのだと思う。ちなみに設問5の、「今回の指導以
外で良く聴く、という事を具体的にどのように言われたのか」という問いへの自由回答では、
「他のパートの音を良く聴いて、」と言われるという回答が最も多く、「自分の音程を良く聴い
て、」と言われるというものもあった。 
その人たちに今回の練習で筆者が繰り返したことは、音楽をするために自分で出している音
を、近くで聴こうとしない、という事である。それは一見良く聴くという事に反するようであ
るが、実は遠くの音を聴こうとしたときに、一番邪魔をするのは近くの音を気にしてしまうこ
とに他ならない。いま、自分で出した音を、どのように表現できているか気になり良く聴こう
とすると、意識が近くに置かれてしまう。そしてそれは、結果的に遠くの音を聴くことを邪魔
してしまう事になりやすいのである。耳が自然に遠くの音が聞こえるように、音楽を自身で表
現しながら遠くの音を聴くのは容易なことではない。だからこそ、指導者は常にそれを意識し
て指導の時に投げかけるようにする必要があるのではないだろうか？ 
当然まず音やリズムがわかったうえでのことではあるが、その上で、遠い耳を育てる、こと
は音楽の表現を豊かにする、演奏に欠かせない要素であると考える。 
もちろん、今回のこの検証一つを持ってすべての事例に当てはまると考えるのは早計であろ
う。しかし一つの実証として、遠くを聴くように促す指導の有益性は示されたと考えて良いと
思う。より多くの指導者と、演奏者が、遠くを聴くという事の大切さに気が付き、より素晴ら
しい音楽表現がなされることを望むものである。 
 
9. まとめ 
 自分の表現した音を良く聴こうとするとき、遠い耳を持った演奏表現になれた者は、例えば
ホールでは、今出ていく音ではなく、それがホール全体に響いていくイメージを持ちながら演
奏し、そして自らの出した音は、ホールから反響して返ってくる音で判断をする。 
不安な時は、客席で信頼できる耳の持ち主にバランスを聴いてもらい、それを演奏に反映さ
せる。自分の今出した音を聴こうとせずに、近くを一生懸命聴こうとすることから解放された
ときに、初めて周りの音が聞こえてくるのである。その瞬間こそ、今自分が出したそこにある
音楽表現における遠い耳を育てる必要性 
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音ではなく、遠くに心地よく鳴り響いていく、いわゆる響きとしての音がとらえられるように
なる。すなわち、自分の出す音を近くで確認しようとしないように促すことこそ、遠くを聴き
ながら演奏するための大切な一つのポイントになると考える。 
 ちなみに、私が昔一生懸命良い音を出したい、良い演奏が出来るようになりたいと思って自
分の音を良く聴いて歌っていたころ、ウィーンで、ボイストレーナーの先生、クリストファー・
ノートン・ウェルシュ氏に言われた言葉がある。「あなたは、どこに音を探しに行こうとしてい
るのか？あなたの声はそこにあるのに…」 
 そして何回かのレッスンを受けて、一生懸命声を出そうとしていた力みがとれたとき、声を
きこうとせず、体を使うことを考えて、のどを楽に頑張らないでいると、遠くの音が良く聞こ
え、自分の声が楽に飛んでいく体験をすることができた。 
 良く聴く、という言葉に潜む落とし穴、 
 一生懸命になりすぎて、耳をそばだててはいけないのだ。むしろ気持ちを近くに残さず、遠
くに響いていく音を聴こうとする遠い耳をこそ育てる必要があるのだ。 
 今回の検証は歌で行ったが、ピアノの表現でも恐らく同じである。 
難しいパッセージを弾こうと一生懸命になっているとき、自らの師から言われることがある。
「そこは、指にまかせてしまえば良いのよ」…と。何も考えず、指にまかせて弾こうとしたとき、
魔法のように楽になり、音はキラキラと輝き遠くへと響いていくのである。 
一生懸命になるあまり、近くに気持ちが寄り力んでしまっていたのだ。 
気づかせてくれた恩師、ピアニストの寺田悦子氏に心から感謝するものである。 
